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10人の議員が町政を問う

委員会レポート（決算審査特別委員会）

保健センター整備（案）

9月定例会・7月臨時会

研修報告

議会だより150号を読んでの感想

▲携帯で簡単に議会の
　ホームページに
　アクセスできます

ホームページの
「議会だより」は、
表紙がカラーとな
ります。

１０月３日、東田布施地区の秋祭りで、山口県指定無形文化財の「大波野神舞」が
舞われました。地区の小学生・中学生も参加し、伝承に励んでいます。

秋祭り 伝統の舞



○
令
和
２
年
度
基
金
運
用
状
況

○
令
和
２
年
度
決
算
に
係
る
健
全

　
化
判
断
比
率

○
令
和
２
年
度
決
算
に
係
る
公
営

　
企
業
の
資
金
不
足
比
率

◉
一
般
会
計

　

歳
入
総
額
は
83
億
４
３
０
１
万

円
、
歳
出
総
額
80
億
９
３
１
９
万

円
で
、
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は

２
億
４
９
８
２
万
円
の
黒
字
に
な

り
ま
し
た
。

◉
特
別
会
計

　

４
会
計
の
歳
入
合
計
額
は

48
億
１
７
８
８
万
円
、
歳
出
合
計

は
46
億
７
９
３
１
万
円
で
、
差
引

額
（
形
式
収
支
）
は
１
億
３
８
５

７
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

令和 3 年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 本　会　議 （２）

9 月定例会

　
令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
11
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
町
長
報
告
３
件

の
ほ
か
、
決
算
１
件
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例
５
件
、
そ
の
他
１
件
、
人
事
３
件
の
町
長
提
出
議
案
、
陳
情
１
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
な
お
、初
日
の
本
会
議
で
は
、10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

本　　会　　議　（９月 7 日）　

２年度決算認定・３年度補正予算承認

令和2年度町諸会計決算の概要
■歳入歳出の状況

会 計 名 歳　入 歳　出 差　　引
一般会計

国民健康保険

下水道事業

介護保険

後期高齢者医療

特
別
会
計

合　計

83億4,301万円

19億3,340万円

8億4,392万円

17億4,027万円

3億     29万円

131億6,089万円

80億9,319万円

18億7,307万円

8億4,339万円

16億6,258万円

3億     27万円

127億7,250万円

2億4,982万円

6,033万円

53万円

7,769万円

2万円

3億8,839万円

町
長
報
告

令
和
２
年
度
決
算

令
和
３
年
度
補
正
予
算

◉
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
０

５
２
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額

67
億
２
１
９
８
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

《
主
な
歳
入
補
正
》

地
方
交
付
税

　
　
　
　

１
億
１
１
８
７
万
円
増

国
庫
支
出
金

　
　
　
　
　

１
９
９
５
万
円
増

県
支
出
金

                

１
８
６
０
万
円
増

繰
越
金

           

１
億
４
６
３
１
万
円
増

《
主
な
歳
出
補
正
》

総
務
費

　

           

２
億
２
２
６
万
円
増

民
生
費

　

             

１
３
７
８
万
円
増

災
害
復
旧
費

                

２
９
７
１
万
円
増

　
　
　
　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

◉
特
別
会
計

〇
国
民
健
康
保
険

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
６
７

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
19
億

２
６
４
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

町
長
提
出
議
案

補

正

予

算

財政基金積立金
国民健康保険基金積立金

1億1,600万円（一般会計）
5,000万円（国民健康保険会計）

〜主な補正予算〜



◉
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
２

３
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額

64
億
４
１
４
６
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

《
主
な
歳
入
補
正
》

繰
越
金

                

３
０
０
０
万
円
増

《
主
な
歳
出
補
正
》

総
務
費

　

             

５
５
８
４
万
円
増

                     

【
全
員
賛
成
】

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
地
方

財
政
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

                                     【
採
択
】

〇
田
布
施
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

常
任
委
員
会
の
所
管
の
変
更
、

委
員
の
選
任
等
の
見
直
し
を
行

う
も
の
で
す
。      

                     

【
全
員
賛
成
】

〇
田
布
施
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
け
る
公
聴
会
の

開
催
及
び
参
考
人
の
招
致
に
関

す
る
規
定
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
本
会
議
へ
の
欠
席
事
由
の
明

文
化
、
請
願
に
係
る
署
名
押
印

の
見
直
し
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

    【
全
員
賛
成
】

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で

す
。　
　
　
　
　

   【
全
員
賛
成
】

〇
田
布
施
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

 　

  　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

〇
田
布
施
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直

し
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
改
定
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

〇
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

（
国
営
南
周
防
土
地
改
良
事
業「
中

西
換
地
区
」）

　

国
営
南
周
防
土
地
改
良
事
業

「
中
西
地
区
」
の
換
地
処
分
に
あ

た
り
、
字
の
区
域
の
変
更
を
要
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
経
る
も

の
で
す
。           

　
　
　
　
　
　
　

  【
全
員
賛
成
】

〇
下
水
道
事
業

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
万
円

減
額
し
、
予
算
総
額
８
億
８
５
４

８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  
【
全
員
賛
成
】

〇
介
護
保
険

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
２

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
16
億
６

５
４
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

       

【
全
員
賛
成
】

〇
田
布
施
町
防
災
会
議
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

光
地
区
消
防
組
合
の
組
織
改

正
及
び
所
掌
事
務
の
追
加
に
伴
う

も
の
で
す
。　
　
　
【
全
員
賛
成
】

〇
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
用
許
諾
契

約
及
び
事
務
用
機
器
の
保
守
業

務
契
約
を
追
加
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

【
全
員
賛
成
】

〇
田
布
施
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

家
庭
保
育
事
業
等
の
設
備
及

たぶせ議会だより令和３年 10 月 22 日（３） 第 151 号本　会　議

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

加
藤
一
生
氏
の
任
期
満
了
（
令

和
３
年
９
月
30
日
）
に
伴
い
、
引

続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
で
す
。（
任
期
は
令

和
３
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

　
　
　

             【
賛
成
多
数
】

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

岩
本
宏
司
氏
の
任
期
満
了
（
令

和
３
年
12
月
31
日
）
に
伴
い
、
引

続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
で
す
。（
任
期
は
令

和
４
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）                  

　
　
　
　
　
　
　

  【
賛
成
多
数
】

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

櫻
井
濟
美
氏
の
任
期
満
了
（
令

和
３
年
10
月
19
日
）
に
伴
い
、
新

た
に
尾
﨑
雅
一
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
す
る
も
の
で
す
。（
任

期
は
10
月
20
日
か
ら
４
年
間
）                   

                      【
賛
成
多
数
】

条
　
　
例

そ

の

他

人

　
　
事

条
　
　
例

議
員
提
出
議
案

町
長
提
出
議
案

陳
　
情

規
　
　
則

令
和
３
年
７
月
臨

時
会
が
７
月
27
日

に
開
か
れ
、
町
長

提
出
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

7月臨時会

尾 﨑  雅 一 氏



令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 委員会レポート （４）

決算審査特別委員会（9 月 9 日）

人件費
11億6,572万円
14.4%

物件費
7億5,067万円
9.3%

扶助費
10億2,824万円
12.7%

維持補修費
3,533万円
0.4%

補助費等
23億3,961万円
28.9%

普通建設事業費
9億7,083万円
12.0%

公債費
6億2,257万円
7.7%

繰出金
10億4,998万円
13.0%

その他
1億3,024万円
1.6%

【歳出】
80億9,319万円

令和２年度田布施町一般会計決算の概要

歳　入

　町税の徴収率は96.6％で、前年
度比0.1ポイント低下。不納欠損
額は571万円。収入未済額は5,567
万円で、前年度比で463万円増加
した。
　税外収入は、収入済額65億
9,103万円と、前年度比22億5,028
万円増加した。これは、国庫支出
金が19億5,204万円増加したこと
が主な要因である。

　支出済額は80億9,319万円で、
前年度に比べ37.3％増加している。
　新型コロナウイルス感染症対
策対応に伴う特別定額給付金事
業等による補助費等の増額、中
学校大規模改修や光ファイバー
網の整備等による普通建設事業
費の増額、また、７月豪雨災害に
伴う災害復旧費の増額が主な理
由である。

歳　出

基金・地方債現在高

（１）経常収支比率　　93.2％（0.2ポイント低下）

（２）実質公債費比率　11.1％（0.7ポイント改善）

（１）基金現在高　　    17億8,669万円
 　　　　　　　　　　　 （4,699万円増加）
（２）地方債現在高　　102億2,888万円
　　　　　　　　　　　　（1億3,208万円減少）

（監査委員による審査意見書より）

（監査委員による審査意見書より）

【歳入】
83億4,301万円

町税
17億5,198万円
21.0%

その他
9億7,752万円
11.7%

地方交付税
19億8,596万円
23.8%

町債
5億5,909万円
6.7%

国庫支出金
26億2,680万円
31.5%

県支出金
4億4,166万円
5.3%

(億円)

〈歳出の推移〉

〈歳入の推移〉

(億円)

(年度)
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2令和元年3029平成28

(年度)2令和元年3029平成28

61
億　

９
２
２
万
円

58
億
１
５
１
２
万
円

61
億
１
２
９
２
万
円

83
億
４
３
０
１
万
円

58
億
８
７
３
６
万
円

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

59
億
５
６
６
０
万
円

56
億
９
６
０
２
万
円

58
億
９
６
２
８
万
円

80
億
９
３
１
９
万
円

57
億
１
６
６
４
万
円

財政構造の弾力化

決算審査特別委員会

令和2年度決算

「令和２年度田布施町歳入歳出決算の認定」については決算審査特別委員会を設置し、９月９
日に委員会を開き、慎重に審査しました。審査の結果、全員賛成で認定されました。

特別定額給付金
新型コロナ地域支援対策事業
学校ＩＣＴ整備事業 (1人1台タブレット等 )

15億円（1人10万円）
1億8,158万円
1億3,353万円

次ページ
参 照



<

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
事
業 >

　

実
績
は
。

　

令
和
２
年
は
20
万
円
支
出
。
補

助
額
は
工
事
費
の
２
／
３
。

　

麻
里
府
地
区
は
テ
レ
ビ
組
合
に

入
っ
て
い
る
が
補
助
は
な
い
か
。

　
組
合
で
は
な
く
個
人
等
に
対
し

て
補
助
す
る
も
の
。

◎
民
生
費
・
衛
生
費

<
水
質
検
査
（
河
川
）>

　

大
腸
菌
の
数
値
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
が
。

　

雨
後
の
検
査
と
通
常
で
は
ど
う

し
て
も
ば
ら
つ
く
。
飲
料
水
で
は
な

い
の
で
、
特
に
対
策
は
必
要
な
い
。

<

が
ん
検
診
・
予
防
接
種 >

　

受
診
率
・
接
種
率
が
低
い
が
対

応
は
。

　
今
年
度
は
総
合
検
診
を
実
施

予
定
。
今
後
も
受
診
率
向
上
に
努

め
る
。

歳
　
出

◎
議
会
費
・
総
務
費

<

総
合
計
画
策
定
業
務
委
託
料>

　
　
　
　
　
　

 　

 

７
１
５
万
円

　
委
託
す
る
こ
と
な
く
手
作
り
す

べ
き
と
思
う
が
。

　

検
討
す
る
。

<

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業>

　
　
　
　
　
　

  

５
４
７
０
万
円

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
の
対
象

地
域
は
ど
こ
か
。

　

町
内
の
情
報
格
差
を
な
く
す
た

め
、
高
速
・
大
容
量
の
無
線
局
を

設
置
す
る
事
業
。
対
象
地
区
は
小

行
司
、
大
波
野
上
・
中
、
竹
尾
、

真
殿
・
大
国
木
、
中
西
地
区
。

<

印
刷
製
本
費>

　
　
　
　
　
　

 　

 

３
５
８
万
円

　
広
告
掲
載
状
況
は
。

　
広
報
・
Ｈ
Ｐ
の
バ
ナ
ー
広
告
掲

載
料
は
例
年
通
り
28
万
円
。
コ
ロ

ナ
で
イ
ベ
ン
ト
等
が
な
く
な
り
、

そ
の
分
は
減
少
。

たぶせ議会だより 第 151 号令和３年 10 月 22 日（５）委員会レポート

がん検診車

◎
労
働
費
・
土
木
費
・
災
害
復
旧
費

<

森
林
総
合
整
備
事
業>

　
　
　
　
　
　
　

  

２
６
６
万
円

<

地
域
が
育
む
豊
か
な
森
林
づ
く

り
推
進
事
業 >

　

竹
林
の
繁
茂
が
目
立
つ
。
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
県
か
ら
新
規
事
業
が
回
っ
て
こ

な
い
。「
地
域
が
育
む
豊
か
な
森

林
づ
く
り
推
進
事
業
」
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
地
元
負
担
が
必
要
に

な
り
、
ま
た
、
集
落
が
基
本
に
な

っ
て
お
り
難
し
い
。
県
に
要
望
し

て
い
く
。

<

経
営
自
立
化
支
援
事
業 >

　
　
　
　
　
　

 　

 

１
３
７
万
円

　

漁
業
研
修
者
は
何
名
か
。
事
業

利
用
者
は
。
出
身
地
は
。

　
現
在
漁
業
研
修
者
は
１
名
で
、

岩
国
市
出
身
。
事
業
利
用
者
は
１

名
で
神
奈
川
県
出
身
。

<
住
宅
使
用
料
未
済
額>

　
８
０
８
万
円
に
増
加
し
て
い

る
が
、
滞
納
者
に
対
し
対
応
し
て

い
る
か
。

　
３
ケ
月
経
っ
た
ら
訪
問
す
る
等

対
応
し
て
い
る
。

<

町
道
維
持
管
理>

　

自
治
会
に
管
理
委
託
さ
れ
て
い

る
が
、
高
齢
化
で
困
っ
て
い
る
。

対
策
を
。

　
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
対
策
に

困
惑
し
て
い
る
の
が
現
状
。

<

イ
チ
ジ
ク
ワ
イ
ン
振
興
事
業>

　
　
　
　
　

     　

 　

 

24
万
円

　
売
上
は
ど
う
か
。

　

年
々
減
少
し
て
い
る
。

◎
消
防
費
・
教
育
費
・
公
債
費
・

予
備
費

<

消
防
団
員>

　

ゆ
う
れ
い
団
員
は
い
る
か
。

　

出
席
率
が
悪
い
方
は
分
団
長
と
話

を
し
て
辞
め
て
い
た
だ
く
等
対
応
し

て
い
る
。
ゆ
う
れ
い
団
員
は
い
な
い
。

<

学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト>

　
田
布
施
町
が
導
入
し
て
い
る
授

業
支
援
ソ
フ
ト
は
な
に
か
。
県
内

で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
統
一
す
れ

ば
、
経
費
が
削
減
さ
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

ミ
ラ
イ
シ
ー
ド
（
ベ
ネ
ッ
セ
）

と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
統
一
す
る
動
き
は
な
い
。

歳
　
入

<

町
税
調
定
収
納>

　
　
　
　

　

収
納
率
が
あ
が
っ
た
要
因
は
。

　

滞
納
整
理
事
務
の
強
化
な
ど
、

徴
収
努
力
の
成
果
。

◎
下
水
道
事
業

◎
国
民
健
康
保
険

◎
介
護
保
険

◎
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　 【
全
員
賛
成
】

おもな質疑

Q&A

AA

AA

A

AA

AAA

A

AA

A

A QQ

QQ

Q

Q

Q

Q

QQ

Q

QQ

Q

Q

特
別
会
計

一
般
会
計

語
句
の
説
明

〇
「
経
常
収
支
比
率
」
と
は

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
、
数
値
が
高

い
ほ
ど
、
経
常
的
に
歳
入
さ
れ
る

一
般
財
源
に
余
裕
が
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

〇
「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
は

　

公
債
費
負
担
が
自
由
に
使
え

る
一
般
財
源
の
額
等
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
を
占
め
す
指
標

で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
の

弾
力
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

令和2年度末基金の状況

種類

合計

土地開発基金

財政基金

公共施設整備基金

その他

2億3,843万円

7億6,139万円

3億2,186万円

4億6,501万円

17億8,669万円

現在高
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保
健
セ
ン
タ
ー
整
備（
案
）

　

９
月
17
日
（
金
）、
本
会
議
終

了
後
の
全
員
協
議
会
で
、来
年
度
、

老
朽
化
し
た
中
央
公
民
館
解
体

後
に
整
備
す
る
予
定
の
防
災
機

能
を
備
え
た
施
設
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
防
災

セ
ン
タ
ー
等
の
名
称
が
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
通
常
時
は
保
健

セ
ン
タ
ー
機
能
が
主
体
と
な
る
た

め
、
名
称
に
つ
い
て
も
「
田
布
施

町
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
し
た
い
と

の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
施
設

の
機
能
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
（
下
の
平
面

図
①
・
相
談
室
（
平
面
図
②
）

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
災
害

時
は
本
庁
の
災
害
対
策
本
部
を

補
完
し
、
ま
た
配
慮
が
必
要
な

方
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
と
な

り
ま
す
。

●
多
目
的
室
（
平
面
図
③
）・

会
議
室
（
平
面
図
④
）
一
般
貸

し
出
し
も
行
う
ほ
か
、
防
災
教

育
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
行
事
等

に
使
用
し
、災
害
時
は
避
難
所
、

備
蓄
品
の
仕
分
け
・
配
給
場
所

と
な
り
ま
す
。
多
目
的
室
に
は

ス
テ
ー
ジ
や
映
像
音
響
設
備
を

備
え
ま
す
。　

●
備
蓄
倉
庫
（
平
面
図
⑤
）　

備
蓄
品
の
保
管
場
所
と
な
り
ま
す
。

●
消
防
車
庫
（
平
面
図
⑥
）　

消
防
団
の
車
両
や
資
機
材
の
保

管
場
所
、
訓
練
等
の
防
災
教
育

の
場
。
災
害
時
は
支
援
部
隊
の

集
結
場
所
と
な
り
ま
す
。

●
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
（
平
面

図
⑦
）　

災
害
時
に
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
を
外
し
て
便
器
や
テ
ン

ト
を
構
え
、
下
水
道
管
に
直
接

流
す
も
の
で
す
。
４
基
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

太
陽
光
発
電
設

備
、
蓄
電
池
等
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
規
模
等　

鉄
骨
造
・

平
屋
・
延
床
面
積
８
０
０
㎡（
中

央
公
民
館
の
延
床
面
積
は
約

９
６
８
㎡
）

■
建
物
本
体
工
事
費

２
億
８
５
０
０
万
円

※
国
の
財
政
措
置
70
％
の
有
利

な
財
源
を
活
用
し
ま
す
。

北側
（水道企業団側）

南側
（県道側）

①

②

⑤

⑥

⑦

③

④

保健センター外観

保健センター平面図

防
災
機
能
を
備
え
た

玄関



総合学習授業（6月30日 麻里府漁港）
田布施CS、地域協育ネット合同委員会
アンケート結果より（令和3年7月実施）

たぶせ議会だより 第 151 号令和 3 年 10 月 22 日（７）一 般 質 問

コミュニティ・スクール

連携カリキュラムとは
　　　　 西　本

地域ぐるみで実現する
教育計画　      鳥枝教育長

　
８
月
に
入
り
停
滞
す
る
前
線
の

影
響
で
西
日
本
で
は
災
害
級
の
大

雨
と
な
り
本
町
で
も
災
害
対
策
基

本
法
改
正
後
初
の
高
齢
者
等
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
災
害
に

備
え
る
対
応
を
さ
れ
た
と
思
う
。
そ

こ
で
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
被
害
状
況
②
災
害
対
策
本
部
設

置
状
況
、
配
置
人
員
③
避
難
所
設

置
状
況
④
課
題
・
反
省
点
。

　「
学
校･

地
域
連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
は
、
各
小
中
学
校
で
、
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
に

向
け
て
、
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿

の
実
現
や
学
校
・
地
域
の
課
題
の

解
明
に
資
す
る
た
め
、
地
域
の
人

･

物
等
の
支
援
や
資
源
を
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
実
現
し

よ
う
と
す
る
活
動
や
内
容
を
系
統

的
に
示
し
た
教
育
計
画
で
あ
る
。

A　
実
質
公
債
費
比
率
は
年
々
改
善

し
て
い
る
。庁
舎
の
建
替
で
は
な
く
、

耐
震
改
修
と
す
る
な
ど
建
設
事
業

費
の
抑
制
を
図
っ
た
。
将
来
負
担
比

率
は
、
令
和
元
年
度
決
算
で
は
比

率
の
高
い
方
か
ら
数
え
て
県
内
市

町
で
は
下
か
ら
7
番
目
で
、
順
位

を
改
善
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

経
費
に
つ
い
て
は
、
財
源
不
足
が
生

じ
な
い
よ
う
適
切
に
対
処
す
る
。

　
町
は
財
政
健
全
化
に
取
り
組

み
、
町
債
残
高
は
減
少
、
積
立
基

金
残
高
は
増
加
、
実
質
公
債
費
比

率
は
改
善
方
向
で
推
移
し
て
い
る

と
い
う
が
、
県
内
19
市
町
の
５
年

間
の
比
率
を
見
て
み
る
と
下
か
ら

２
、３
番
を
推
移
し
て
い
る
。行
政
、

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
委
託

費
、
維
持
管
理
費
の
増
加
も
あ
り
、

財
源
不
足
が
増
え
る
の
で
は
。

　
田
布
施
町
は
教
育
の
町
と
し
て

名
高
い
。
先
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
合
同
研
修
会
が
行
わ

れ
た
。
趣
旨
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

目
標
を
共
有
し
、連
携
・
協
働
し
て
、

効
果
的
に
教
育
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
づ
く
り
と
、
今
後
９

年
間
の
「
学
校
・
地
域
連
携
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
行
う
が
具
体
的
に

何
を
す
る
の
か
。

Q

A

9月定例会

10
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

一般質問
一般質問は、町政
全般について、町
長など執行機関の
考え方や方針を問
いただすものです。
ここでは紙面の都
合上、質疑の中か
ら内容の一部要旨
を掲載しています。

一般質問

将
来
負
担
比
率
は
改
善
し
て
い
る  

東
　
町 

長

実
質
公
債
費
比
率

改
善
し
て
い
る
の
か  

西
本
　
篤
史

Q

「田布施町の子どもたちに求める未来の姿」
について回答数の多かった項目

・「主体性や行動力を発揮できる人」

・「優しさと思いやりのある人」

・「地域の発展に尽くす人」

・「地域とのつながりを大切にする人」

西本　篤史　議員

「将来負担比率」とは

　債務残高が自由に使える一
般財源の額等に対してどのく
らいあるかを占めす指標で、
数値が高いほど、将来の財政
負担が大きいことを示してい
ます。



令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより （８）

避難訓練 （令和2年11月9日　西田布施公民館）

スマート農業機械 （自動走行トラクター）

更
な
る
充
実
を
図
る 

　
　                     

東
　
町 

長

甚
大
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

避
難
体
制
、
被
災
時
対
応
は
万
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
　
栄
治

神田　栄治　議員

A

A

　
①
町
内
５
地
域
に
、
４
つ
の
自

主
防
災
組
織
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
で

避
難
訓
練
等
実
施
。
②
２
か
所
の

二
次
避
難
所
５
０
０
人
を
合
わ
せ
、

合
計
７
８
０
人
。
仮
説
ト
イ
レ
は
、

通
常
で
は
不
必
要
。
大
規
模
災
害

用
で
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ト
イ
レ
５

個
等
備
蓄
。
③
県
の
施
設
。
早
期

復
旧
に
務
め
る
計
画
有
。
協
定
は

未
締
結
。
④
有
。
⑤
無
。

　
食
料
自
給
率
が
４
割
を
切
る

中
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
、

国
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
奨
し

て
い
る
。
農
機
導
入
時
、県
が
１
／

３
補
助
で
、
町
の
義
務
負
担
は
な

い
。
普
及
状
況
や
要
望
も
踏
ま
え
、

上
乗
せ
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た

い
。
担
い
手
へ
は
、
約
29
％
集
積
。

耕
作
放
棄
地
は
約
１
０
０
ｈ
a
。

講
演
会
は
、
関
係
機
関
で
開
催
。

　
①
避
難
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

②
７
つ
の
避
難
所
の
最
大
収
容
人

数
は
。
必
要
な
仮
設
ト
イ
レ
数
は
。

③
終
末
処
理
場
が
被
災
し
、
公
共

下
水
道
が
使
用
不
能
時
の
対
応

は
。
施
設
復
旧
の
た
め
設
備
業
者

と
の
修
理
優
先
協
定
の
締
結
は
。

④
災
害
発
生
時
の
職
員
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
の
有
無
⑤
過
去
の
土

砂
災
害
発
生
個
所
の
把
握
は
。

　
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
日
本
の

農
業
に
お
い
て
、
地
域
農
業
の
核

と
な
る
農
業
法
人
が
、
農
作
業
の

省
力
化
が
図
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
機

導
入
に
あ
た
り
、
県
補
助
に
町
の

補
助
を
上
乗
せ
で
き
な
い
か
。
農

業
法
人
等
は
、
町
全
体
の
何
割
を

耕
作
し
て
い
る
か
。
耕
作
放
棄
地

面
積
は
。
担
い
手
対
象
の
講
演
会

開
催
の
意
向
は
あ
る
か
。

Q

Q
農業振興（農業法人育成）

農業機械導入助成等について　 　
　  　 　 　 　 　 　 　   神　田

今後検討していく   　　　　  町　長

第 151 号 一 般 質 問
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考
え
て
い
な
い    

 
 
 
 

　
　
　
町 

長

終
戦
の
日
に
サ
イ
レ
ン

鳴
ら
せ
な
い
か
　      

　
河
　
内

A

A

　「
た
ぶ
ち
ゃ
ん
」
着
ぐ
る
み
の
貸

出
要
領
を
策
定
し
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
周
知

に
取
り
組
み
中
。
テ
レ
ビ
や
観
光

協
会
主
催
の
動
画
配
信
に
も
出
演

予
定
。
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
小

学
生
約
７
０
０
人
に
配
布
す
る
な

ど
、
町
へ
の
愛
着
や
親
し
み
を
高

め
、
末
長
く
愛
し
て
も
ら
え
れ
ば

と
考
え
る
。

　
８
月
15
日
は
本
庁
や
出
先
機
関

で
半
旗
掲
揚
と
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
正
午
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
は
行
っ

て
い
な
い
。
放
送
が
聞
こ
え
に
く

い
場
合
、
サ
イ
レ
ン
だ
け
を
聞
か

れ
た
方
が
、
火
災
や
災
害
と
間
違

え
ら
れ
た
り
も
す
る
の
で
、
慎
重

に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、

吹
鳴
は
考
え
て
い
な
い
。

　
10
年
以
上
前
「
田
布
施
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う

か
」
と
い
う
一
般
質
問
を
し
た
。

最
近
「
た
ぶ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
着

ぐ
る
み
に
予
算
が
つ
き
活
動
を
始

め
た
。
住
民
の
方
か
ら
は
、
数
年

で
倉
庫
に
置
か
れ
っ
ぱ
な
し
に
な

る
の
で
は
と
の
声
も
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後

ど
う
運
用
さ
れ
る
の
か
問
う
。

　
今
年
も
８
月
15
日
の
正
午
、
我

家
か
ら
別
の
行
政
の
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
。
本
町
は
田
布
施
町
歌

の
メ
ロ
デ
ィ
の
ま
ま
で
す
。

　
３
０
０
万
人
以
上
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
先
の
大
戦
で
あ
る
。
終

戦
記
念
日
の
正
午
、
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
は
ど
う
か
。
近
隣
市
町

も
光
空
襲
や
原
爆
の
日
な
ど
、
鳴

ら
し
て
い
る
地
域
も
多
い
。

Q

Q

末
長
く
愛
し
て
も
ら
い
た
い   

東
　
町 

長

た
ぶ
ち
ゃ
ん

今
後
ど
う
運
用
さ
れ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
賀
寿

河内　賀寿　議員

たぶちゃんのお披露目 （城南保育園）

庁舎屋上のスピーカー
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見
直
し
作
業
に
着
手 

　
　
　
東
　
町 

長

人
事
評
価
制
度

適
正
な
人
事
評
価
を        

　
　
　
國
本
　
悦
郎

A

A

A

　
各
部
局
、
機
関
に
お
け
る
評
価

者
等
の
区
分
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
素
案
は
あ
り
、
２
区
分
の
確
認

者
は
町
長
に
し
て
い
る
。
他
の
独

立
し
た
機
関
に
つ
い
て
は
評
価
者
、

確
認
者
は
今
後
、
委
託
業
者
と
協

議
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

期
首
面
談
は
済
ま
せ
、
評
価
者

研
修
を
す
る
予
定
。
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
運
搬
、
配
膳
時
に
は
状
況
に
応

じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
地
産

地
消
率
は
高
く
、
残
菜
は
少
な
い
。

生
ご
み
は
農
工
で
利
活
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

は
、
除
去
食
で
対
応
し
て
い
る
。

保
育
園
で
は
食
育
や
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

施
設
の
目
的
外
使
用
は
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
。

　
駅
前
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損

し
て
い
る
箇
所
が
多
い
の
で
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
協
議
し
な
が
ら
そ
の

補
修
と
、
併
せ
て
段
差
解
消
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
の
依
頼
を
し

た
い
。

　

田
布
施
町
地
域
公
共
交
通
会
議

（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画

策
定
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
人
事
評
価
に
つ
い
て
、
現
在
の

２
区
分
以
外
に
議
会
や
選
挙
管
理

委
員
会
等
独
立
し
た
機
関
が
あ
る

が
、
現
状
は
任
命
権
者
が
評
価
に

タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。
兼
務
す
る

職
員
の
評
価
者
の
区
分
や
評
価

者
、
確
認
者
は
今
後
ど
う
す
る
か
。

　
面
談
や
研
修
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
人
事
評
価
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
９
月
か
ら
一
部
、
民
間
に
業
務

委
託
し
た
給
食
が
始
ま
っ
た
。

　
よ
り
安
全
で
安
心
な
給
食
を
と

い
う
観
点
か
ら
、
配
膳
活
動
や
食

育
、
食
材
の
地
産
地
消
、
生
ご
み

の
処
理
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

等
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
学
校
施
設
の
目
的
外
使
用
は

可
能
か
。

　
駅
前
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
劣
化

に
よ
り
、
黄
色
い
欠
片
が
散
乱
し

て
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
用
を

な
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
田
布
施
町
で
は
、「
共
に
支
え
合

う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
施
策

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
、
駅
前

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
補
修
と
、
更

に
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
Ｊ
Ｒ

に
要
望
で
き
な
い
か
。

Q

Q

Q

給食

より安全で安心な給食を   
　　　　　　　　　 國　本

食育に力を入れている      町　長   
　　　　　　　　　       鳥枝教育長 

バリアフリー

バリアフリー化の推進を　
　      　　　　　　國　本

バリアフリー化を盛り込んだ
計画策定　　　　　   　 町　長

國本　悦郎　議員

劣化した点字ブロック

田布施町給食センター

業務分担表

 
町が引続き行う業務 給食提供までの流れ

① 献立の作成
② 食材の発注
③ 食材の検収
④ 調理
⑤ 検食
⑥ 学校ごとに配缶
⑦ 配送・回収
⑧ 洗浄、消毒
⑨ 食に関する指導

委託する業務



健
全
に
成
長
し
て
行
く 

　
　
　           

町
　
長

「
見
え
な
い
価
値
」
の
評
価

義
務
と
権
利
の
両
立        

　
　
　
　        

伊
　
村

たぶせ議会だより 第 151 号令和３年 10 月 22 日（１１） 一 般 質 問

伊村　　渉　議員

Ｑ
耐
震
化
不
適
合
で
他
に
利
用
出

来
な
い
老
朽
化
し
た
危
険
な
校
舎

を
早
く
解
体
し
、
跡
地
に
「
遊
歩

道
型
運
動
公
園
」
の
設
置
を
お
願

い
し
た
い
。
住
民
の
ア
イ
デ
ア
で

運
動
機
能
を
含
ん
だ
遊
歩
道
を

個
々
の
能
力
に
応
じ
て
活
用
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
健
康
な
体
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
「
い

こ
い
の
広
場
」
に
し
た
い
。

　
企
業
が
財
務
諸
表
に
表
れ
に
く

い
「
見
え
な
い
価
値
」
を
語
り
始

め
た
。
人
や
自
然
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
、
存
在
意
義
を
問
い
直
す

動
き
が
あ
る
。
行
政
も
町
民
の
要

望
や
課
の
計
画
の
進
行
状
況
を
各

課
で
共
有
し
た
ら
ど
う
か
。
男
性

職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
何
％

か
。
取
得
率
の
向
上
に
向
け
た
良

い
環
境
作
り
を
お
願
い
す
る
。

Q

Q

A

A

　
耐
震
化
不
適
合
で
貸
館
し
て
い

な
い
が
、
文
化
財
調
査
や
郷
土
資

料
の
関
係
物
品
や
書
類
を
置
い
て

い
る
。
当
面
は
維
持
管
理
を
し
て

い
く
。「
遊
歩
道
型
運
動
公
園
」
の

要
望
は
理
解
で
き
る
が
、
麻
里
府

地
区
は
公
民
館
移
転
を
最
優
先
に

考
え
て
い
る
。
今
後
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
協
議
会
を
設
け
て

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
財
務
諸
表
は
決
算
実
績
数
値

で
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と

言
う
事
を
含
め
、
企
業
も
非
財
務

情
報
に
つ
い
て
も
重
視
す
る
動
き

が
あ
る
。
本
町
も
健
全
に
成
長
し

て
行
く
為
に
取
り
組
み
を
参
考
に

す
る
。
町
男
性
職
員
の
育
児
休
業

取
得
率
は
、
前
年
度
50
％
で
期
間

は
２
週
間
～
３
週
間
で
あ
る
。
今

後
も
改
善
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

老朽化した旧麻里府小学校

協
議
会
の
中
で
検
討
す
る   

　
東
　
町 

長

旧
麻
里
府
小
学
校
の
早
期
解
体
を

跡
地
の
有
効
活
用
　
　
　
伊
村
　  

渉



ふるさと田布施への思い

育む取り組みは　　　
　　　  　　　  　高　月  

誇り、生き抜く力を育む    　　
　　　　　　　　　鳥枝　教育長

高月　義夫　議員

更
な
る
方
法
検
討
す
る     

　
東
　
町 

長

若
者
の
地
域
参
画

町
の
取
り
組
み
は
　
　  

高
月
　
義
夫

Ｑ
田
布
施
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
、
施

策
や
事
業
の
効
果
を
検
証
、
検
討

を
行
い
、
幅
広
く
多
く
の
人
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た

地
方
創
生
検
討
委
員
会
。
そ
こ
で

構
成
員
の
平
均
年
齢
と
、
39
歳
以

下
の
委
員
の
人
数
は
。
ま
た
若
者

の
地
域
参
画
に
対
す
る
、
町
の
考

え
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ｑ
田
布
施
町
の
将
来
を
考
え
る
と

き
、
子
供
た
ち
の
年
齢
に
応
じ
た
、

地
域
、
行
政
へ
の
学
び
、
実
際
訪

れ
て
体
験
す
る
中
で
、
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
育
ま
れ
る
と
感
じ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
年
相
応
な
学
び
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
ふ
る
さ

と
田
布
施
へ
の
思
い
を
育
め
る
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
教
育
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

Q

Q

　
委
員
の
構
成
は
、
委
員
21
名
で

平
均
年
齢
60
歳
、
39
歳
以
下
は
１

名
。
20
代
以
上
を
対
象
と
し
た「
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
、
た

ぶ
せ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
会
議
、
中
学
生
映

像
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
実
施
。

地
域
社
会
の
未
来
の
担
い
手
で
あ

る
若
者
に
、
更
に
世
代
を
超
え
た

「
枠
組
み
づ
く
り
」
の
、
ア
プ
ロ
ー

チ
と
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
小
学
校
で
は
、
社
会
科
や
総
合

的
な
学
習
で
、
ふ
る
さ
と
田
布
施

を
学
び
、
中
学
校
で
は
町
内
外
で

職
場
体
験
や
、
町
内
事
業
所
や
卒

業
Ｏ
Ｂ
の
職
業
講
話
を
実
施
。
今

年
、
新
規
採
用
教
職
員
等
を
対
象

に
「
ふ
る
さ
と
を
知
る
」
一
日
研
修

を
実
施
。
地
域
へ
の
誇
り
、
生
き

抜
く
力
を
育
む
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
ふ
る
さ
と
学
習
に
取
り
組
む
。

令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 （１２）一 般 質 問

A

A

新規採用教職員の研修風景

映像ワークショップ たぶせVIEW会議

厚生労働省が所管する地域若者サ
ポートステーションでは、働くことに
悩みを抱えている15 歳から 39 歳ま
での年齢を対象とするとあるので、
便宜上 39 歳以下を若者としている。

若者の定義



通学路の

安全確保は    瀨　石

関係機関と合同点検を行っている 
　　　　                       町　長　　
　　　　　　　　　        鳥枝教育長

たぶせ議会だより 第 151 号令和３年 10 月 22 日（１３）一 般 質 問

田布施・平生合同斎苑 （楠）

集団登校中 （田布施西小）

防犯パトロール犬 
コラン君

A

A
A

　
人
口
構
造
の
変
化
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
持
続
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

広
域
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
広
域

連
携
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
大
き
く
資
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
任
用
な
ど
、
広

域
で
共
同
配
置
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。
広
域
で
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
議
論
す
る
。

　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
通
学
路

の
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、「
田
布
施
町
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
①
既
に
報
告

　
本
町
で
も
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避

難
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
。
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で

き
る
避
難
所
の
確
保
は
全
国
的
に

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
光
市
は
、

　
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
速
報
値

で
は
、
田
布
施
町
は
８
１
９
人
減

り
、
減
少
率
は
県
平
均
よ
り
高
い
。

　
急
激
に
進
行
す
る
人
口
減
と
少

子
高
齢
化
、
２
０
４
０
年
頃
に
か

け
て
生
じ
る
変
化
・
課
題
（
２
０

４
０
年
問
題
）
等
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
は
。
地
方
自
治
体
が

地
域
の
枠
を
越
え
て
連
携
し
、
役

割
分
担
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
千
葉
県
八
街
市
で
下
校
中
だ
っ

た
小
学
校
の
列
に
、
ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
み
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
た
。
通
学
路
の
安
全
対
策
に
万

全
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。
①
通

学
路
の
総
点
検
は
さ
れ
た
か
。
②

登
下
校
中
の
命
を
守
る
た
め
の
指

導
は
。
③
通
学
路
の
危
険
を
防
ぐ

方
法
が
困
難
な
場
合
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
検
討
を
さ
れ
て
は
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
避
難
所

開
設
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
巣
ご
も
り
生
活
で
ペ
ッ
ト
を
飼

わ
れ
る
家
庭
が
多
く
な
り
可
愛
が

っ
て
お
ら
れ
る
。
避
難
に
よ
り
ペ

ッ
ト
と
一
時
的
で
も
別
れ
る
の
は

辛
い
と
思
う
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、

Q

Q

Q

広
域
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
議
論
す
る 

　  

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

東
　
町 

長

地
方
自
治
体
の

広
域
連
携
推
進
を      

瀨
石
　
公
夫

先
進
事
例
を
注
視
し
て
い
く       

町
　
長

ペ
ッ
ト

瀨石　公夫　議員

◎
そ
の
他
の
質
問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
供

給
不
足
に
つ
い
て

の
あ
る
47
か
所
を
含
め
合
同
点
検

を
行
う
。
②
危
険
予
測
学
習
の
取

組
に
よ
り
、
交
通
安
全
意
識
を
高

め
て
い
く
。
③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

今
後
の
検
討
課
題
。

同
行
避
難
所
の
開
設
を
　  

瀨
　
石

町
内
一
か
所
に
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ

避
難
所
を
開
設
さ
れ
て
は
。

今
年
７
月
か
ら
49
か
所
あ
る
避

難
所
の
一
つ
を
ペ
ッ
ト
同
行
者
の

専
用
避
難
所
と
し
て
、
試
行
的
に

開
設
さ
れ
た
。
先
進
事
例
や
他
市

町
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。



草が生い茂った道地域おこし協力隊員の2人

災害現場（石の口）

令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 （１４）一 般 質 問

地域おこし協力隊

活動状況は　内　山

退任後は町内で開業
　      　　　　　    町　長

大
き
な
被
害
な
し 

　
　
　
　  

東
　
町 

長

防
災
・
減
災
対
策

８
月
豪
雨
の
状
況
は
　  

内
山
　
昌
晃

行
政
と
地
域
が
協
働 

　
　
　
　   

町
　
長

地
域
課
題
へ
の
対
応

集
落
機
能
の
維
持
・
活
性
化  

内
　
山

内山　昌晃　議員

A

A

A

　
①
人
的
、
住
家
の
大
き
な
被
害

報
告
な
し
。
②
８
月
13
日
か
ら
３

日
間
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

関
係
課
併
せ
計
12
名
で
24
時
間
対

応
。
現
地
確
認
等
を
繰
り
返
し
行

う
。
③
町
内
５
か
所
を
開
設
。
６

世
帯
７
名
が
避
難
。
④
長
期
化
で

多
く
の
職
員
が
24
時
間
体
制
の
配

置
に
よ
る
負
担
増
。
ル
ー
ル
づ
く

り
を
検
討
す
る
。

　
広
く
地
域
住
民
が
特
性
と
知
恵

を
出
し
取
り
組
む
。
行
政
と
住
民

が
主
体
と
な
る
分
野
を
整
理
し
協

働
し
て
い
く
。
既
に
麻
里
府
地
区

等
で
設
置
の
地
域
が
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
協
議
す
る
場
（
協
議
体
）

を
公
民
館
単
位
で
設
置
し
、
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
草
刈
り
は
機
械
化
に
よ
り
省

力
化
を
図
り
た
い
。

　
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
を
勉
強
し
集

落
営
農
法
人
、
観
光
協
会
、
地
域

交
流
館
等
で
活
動
を
行
っ
た
。
今

後
は
町
内
に
事
務
所
を
置
き
イ
チ

ジ
ク
農
家
を
軸
と
し
て
付
加
価
値

　
８
月
に
入
り
停
滞
す
る
前
線
の

影
響
で
西
日
本
で
は
災
害
級
の
大

雨
と
な
り
本
町
で
も
災
害
対
策
基

本
法
改
正
後
初
の
高
齢
者
等
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
災
害
に

備
え
る
対
応
を
さ
れ
た
と
思
う
。
そ

こ
で
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
被
害
状
況
②
災
害
対
策
本
部
設

置
状
況
、
配
置
人
員
③
避
難
所
設

置
状
況
④
課
題
・
反
省
点
。

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
集

落
の
機
能
が
低
下
し
、
班
の
維
持
、

行
事
の
開
催
、
草
刈
り
等
の
環
境

作
業
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
に
集

落
機
能
を
維
持
・
活
性
化
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
課
題
解
決
に
地
域

の
組
織
化
・
人
の
配
置
・
機
械
化

を
提
案
す
る
が
如
何
か
。

　
９
月
末
を
も
っ
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
一
人
が
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
す
る
。
こ
の
３
年
間
の

実
績
と
成
果
、
反
省
点
と
課
題
、

今
後
の
去
就
を
尋
ね
る
。
併
せ
て

２
年
目
を
迎
え
た
も
う
一
人
の
隊

員
の
活
動
状
況
と
今
後
も
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
を
行
う
の

か
尋
ね
る
。

Q

Q

Q

の
高
い
加
工
品
を
販
売
し
て
い

く
。
二
人
目
の
隊
員
は
カ
フ
ェ
の

起
業
に
向
け
地
域
交
流
館
等
で

活
動
し
て
い
る
。
今
後
の
隊
員
の

募
集
は
今
年
度
中
に
募
集
を
行
う
。
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接
種
は
順
調 
　               

東
　
町
長

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
は                    

落
合
　
祥
二

落合　祥二　議員

A

A

　
①
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め

る
地
域
の
感
染
レ
ベ
ル
３
を
踏
ま
え

て
感
染
防
止
に
取
組
む
。
②
８
月

末
で
１
回
目
及
び
２
回
目
の
接
種

　
①
平
成
27
年
に
策
定
し
、
体
制

を
整
備
し
た
。
毎
年
、
通
学
路
の

安
全
点
検
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
実
践
し
、
通
学
路

の
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

今
年
の
危
険
箇
所
は
47
か
所
あ
っ

た
。
②
国
道
や
県
道
に
つ
い
て
は

既
に
国
、
県
へ
整
備
を
要
望
し
て

い
る
。
町
道
も
計
画
的
に
整
備
し

て
い
る
。

　
デ
ル
タ
株
が
全
国
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
感
染
予
防
や
重
症
化
の
リ

ス
ク
を
抑
え
る
た
め
一
日
も
早
く

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
。
①
学
校
に
お
け
る

感
染
予
防
対
策
は
。
②
全
て
の
町

民
と
65
歳
以
上
の
接
種
を
終
え
た

人
の
割
合
は
。
③
接
種
で
き
な
か

っ
た
人
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
交
通
安
全
計
画
で
は
通
学
路
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
示
さ
れ
て
い

る
。
歩
行
者
も
自
転
車
も
通
行
可

能
な
幅
広
い
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
一
方
、
歩
道
が
な
い
、
歩
道

が
あ
っ
て
も
自
転
車
が
通
行
で
き

な
い
通
学
路
が
あ
る
。
①
通
学
路

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う
実
行
。

②
自
転
車
も
通
行
可
能
な
歩
道
を

も
っ
と
整
備
で
き
な
い
か
。

Q

Q
幅広い通学歩道の整備について

通学路安全プログラムは
　 　 　 　 　 　 　 落　合

国、県へ既に整備要望    町　長

毎年、実践している   　 教育長

感
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
対
策  

鳥
枝
教
育
長

率
は
町
民
全
体
で
は
、
77
・
６
％
、

70
・
４
％
。
65
歳
以
上
は
91・４
％
、

90
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。
③
各

医
療
機
関
で
対
応
で
き
る
。
小
学

６
年
生
は
12
歳
に
到
達
の
都
度
、

対
象
に
追
加
さ
れ
る
。

ワクチン接種率（全国、山口県、田布施町）

全国

全　体 うち65歳以上の高齢者

9/17 65.3%

71.1%

78.6%

53.1%

61.8%

71.4%

89.9%

89.7%

91.7%

88.4%

89.2%

90.6%

１回目 2回目 １回目 2回目

9/13

9/7

公表日

山口県

田布施町

※幅広い歩道が整備されれば歩行者、車いす（電動含む）や自転車（電動含む）も通 行しやすくなる。
　ただし、歩行者や車いす（電動含む）が最優先。

≪通学路交通安全プログラムの実施フロー≫

幅広い歩道が整備中または今後整備される町内の道路

４月・５月中に、町内小中学校において、地域、保護者、児童生徒、学校職員が
連携して通学路の安全点検を実施し、危険箇所等の抽出を行う。

実施した対策の効果等は、児童生徒や学校関係者から聴き取り等により把握
し、次の回の「通学路安全推進会議」にて報告・確認する。

報告された改善要望書をもとに、６月～８月の間に、関係する道路管理者、警察
署、各小中学校と町関係課及び教育委員会が連携し、合同の「通学路安全推進
会議」を開催し、対策必要箇所について、ハード面・ソフト面から改善策を検討
する。

学校は危険箇所の状況や改善要望を作成した点検結果を教育委員会に提出。

実施可能な対策から改善に取り組む。

3.5m

4.0m（両側）

3.5m

3.5m

2.5m

1.5m

付近

上ゲ地区

3.5ｍ幅の歩道を通学する児童・生徒



一 般 質 問

 ８月の大雨災害

法面崩壊で通行止め                      
　 　　　　　　   南

 再三お願いしている　町　長
　　　　　　　　　　鳥枝教育長

いきいき百歳体操

災害現場（町道蔵本線） ヌートリア（環境省HPより）

南　一成　議員

負
担
率
は
減
少
し
て
い
る            

東
　
町
長

税
金
の
負
担
率
は

皆
の
努
力
で
保
険
料
抑
制    

南
　
一
成

個
別
に
充
分
説
明
す
る
　
　
　
　     

町
　
長

固
定
資
産
税
の
誤
解
招
く
文
書

還
付
返
還
の
事
前
連
絡   

　 

南

令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 （１６）一 般 質 問

A

AA

　
町
民
負
担
率
は
年
収
３
０
０
万

で
27
・
４
％
、
５
０
０
万
で
24
・

９
％
、
７
０
０
万
で
24
・
４
％
程
度

で
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
75

歳
１
人
世
帯
の
ケ
ー
ス
で
も
減
少

し
て
い
る
。
介
護
予
防
は
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」「
み
ん
な
の
カ
フ

ェ
」
な
ど
は
保
険
料
の
抑
制
に
な

る
。
今
後
も
効
果
的
な
取
り
組
み

メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
。

　
指
摘
の
道
路
は
、
町
道
蔵
本
線

で
法
面
は
企
業
が
所
有
。
以
前
よ

り
土
砂
が
流
出
し
法
面
崩
壊
の
危

　
こ
の
度
の
件
に
関
し
て
、
関
係

者
、
町
民
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び

し
ま
す
。
税
法
上
の
還
付
は
５
年

だ
が
事
態
を
重
く
見
て
20
年
間
遡

及
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
領

収
書
保
管
義
務
を
過
ぎ
電
算
上
可

能
な
限
り
調
べ
て
も
、
平
成
11
年

度
か
ら
14
年
度
は
確
認
で
き
な
い
。

そ
の
為
対
象
者
に
納
付
確
認
で
き

る
書
類
の
依
頼
を
し
た
も
の
。

　
税
と
社
会
保
険
料
を
所
得
で
除

し
た
比
率
は
町
民
負
担
率
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
昨
年
と
の
比
較
は
。

３
年
ご
と
見
直
す
介
護
保
険
料
は

全
国
で
２
番
目
の
引
き
下
げ
率
と

な
っ
て
い
る
。
保
険
料
は
町
民
利

用
者
の
取
り
組
み
に
よ
り
唯
一
町

内
で
決
め
ら
れ
る
が
、
高
齢
化
が

進
む
中
ど
の
様
な
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

　
８
月
の
大
雨
で
宅
地
造
成
斜
面

に
設
置
し
て
あ
る
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
下
か
ら
土
砂
が
流
出
し
、
14

日
間
通
行
止
め
に
な
っ
た
。
別
の

法
面
も
亀
裂
が
あ
り
、
防
災
上
、

行
政
指
導
出
来
な
い
か
。
通
学
路

の
安
全
点
検
は
実
施
し
て
い
る
か
。

田
布
施
川
に
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
繫
殖

し
、
護
岸
維
持
に
支
障
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
周
知
が
必
要
で
は
。

　
相
続
登
記
未
了
に
係
る
固
定
資

産
税
の
返
還
文
書
が
発
出
さ
れ
た
。

こ
の
文
書
の
内
容
が
理
解
で
き
ず

20
年
前
の
領
収
書
を
提
出
す
れ
ば

返
還
す
る
と
い
う
一
方
的
な
文
書

に
憤
慨
さ
れ
相
談
に
来
ら
れ
た
。

私
は
議
会
で
説
明
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
内
容
を
話
せ
ば
納
得
さ
れ
た
。

再
度
対
象
者
に
説
明
を
す
れ
ば
誤

解
が
解
け
る
の
で
は
。

Q

Q

Q

険
性
が
あ
る
た
め
再
三
流
出
防

止
を
お
願
い
し
て
い
る
。
通
学

路
の
安
全
点
検
は
毎
年
定
期
的

に
し
て
い
る
が
災
害
時
は
速
や

か
に
よ
り
安
全
な
通
学
ル
ー
ト

に
変
更
し
て
い
る
。
ヌ
ー
ト
リ
ア

は
河
川
管
理
者
に
通
報
し
て
い
る
。
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第
６
回
田
布
施
町
議
会
の

雰
囲
気
は
違
っ
て
い
た
。
婦

人
会
な
ど
傍
聴
者
が
多
か
っ

た
こ
と
。
午
前
中
に
引
き
続

き
午
後
も
傍
聴
さ
れ
た
。
９

時
か
ら
５
時
ま
で
、
質
問
者

も
前
回
同
様
10
人
で
長
時
間

だ
っ
た
。
感
謝
し
ま
す
。
も

う
１
つ
の
理
由
は
、
議
場
内

に
い
る
人
が
観
光
協
会
の
販

売
す
る
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用

し
て
い
た
こ
と
。

　

議
会
も
地
球
資
源
の
節

約
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
着
用
を
全
員

の
賛
成
で
決
定
し
た
。
着
用

は
田
布
施
町
役
場
職
員
と
同

じ
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
と
し
、

議
員
全
員
が
定
例
会
の
初
日

と
最
終
日
に
緑
色
の
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
を
着
用
す
る
。

　

ご
存
知
で
す
か
、
田
布
施

町
章
の
色
を
。
濃
い
緑
色
で

す
。
議
事
堂
で
ク
ー
ル
ビ
ズ

対
応
を
議
論
し
、
服
の
色
を

決
め
た
。
議
長
席
の
背
後
に

国
旗
と
町
章
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
。
会
議
を
他
の
会
議
室
で
実

施
し
て
い
れ
ば
、
違
う
色
を
決
め

る
可
能
性
は
高
か
っ
た
と
思
う
。

中
学
校
の
体
操
服
は
、
町
内
唯
一

の
誇
れ
る
学
校
だ
か
ら
、
緑
色
を

採
用
し
た
と
気
づ
い
た
。

議
会
掲
示
板

町議会だより
　　　表紙の写真を募集します

田布施町内で撮影された写真（新年号にふさわしい季節の風景・イベント等）

田布施町内に在住・在勤・在学の方

● メール
　gikaijimukyoku@town.tabuse.yamaguchi.jp

令和4年1月6日（木）
※第152号（令和4年1月21日発行）に
掲載予定

《掲載について》
　①採用された写真は、応募者の氏名・自治会・タイトルとともに町議会だよりの表紙に掲載します。
　②写真を掲載した議会だよりは、町内全戸等に配布するほか、ＨＰでも公開します。
《応募上の注意》
　①応募は１人２点までとします。
　②写真は応募者自身が撮影したもので、未発表・未公開・他のコンテストに未応募のものに限ります。
　③合成写真など、画像加工したものは除きます。
　④個人が特定できる人物や個人の所有物が写っている場合は、応募者の責任で人物（被写体）
　　または所有者の承諾を得てください。
　⑤編集上、トリミング加工等を行う場合があります。
　⑥応募作品は返却できません。
　⑦応募に係る費用は応募者の負担になります。
　⑧応募写真の著作権は、町議会に帰属させていただきます。

テーマ

応募資格

写真の説明（タイトル等）・撮影場所・撮影日・住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、メール、郵送、
持参のうえご応募ください。採用された方には、千円分の図書カードをお送りします。

応募方法

応募締め切り

● 郵送
　〒742-1592
　山口県熊毛郡田布施町大字下田布施3440-1
　　　　　　　　　        田布施町議会事務局　宛

9月定例会最終日（9月17日）



令和３年 10 月 22 日 たぶせ議会だより 第 151 号 （１８）研 修 報 告

議
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会

　

７
月
26
日
（
月
）、
議
会
広
報

広
聴
モ
ニ
タ
ー
懇
話
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
、
町
内
５
地
域
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
方
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
、
今
後

の
広
報
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
18
日
（
水
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
関
連
企
業
の
協

力
に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
研
修
を
実
施
し
た
。

い
よ
い
よ
小
中
学
校
も
、
生
徒
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、
最

適
化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
ス
タ
ー
ト
。
議
会
も
そ
の
有
用
性
に
つ

い
て
、
検
討
を
始
め
る
。

　

東
京
と
の
リ
モ
ー
ト
で
の
研
修
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
触
り
な
が
ら
、

実
際
の
ク
ラ
ウ
ド
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
閲
覧
。
様
々
な
機
能
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
操
作
。
議
会
の
度
に
、
膨
大
な
資
料
を
持
ち
込
ん

で
い
る
が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
、
環
境
へ
の

配
慮
、
情
報
伝
達
の
迅
速
化
や
効
率
化
、
そ
し
て
議
員
活
動
で
の

活
用
な
ど
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。

山
本
小
夜
子   （
吉
井
）

添
郷　

明
子　
（
川
西
）

村
田　

泰
己   （
塩
坪
）

岡
田　

澄
江　
（
配
原
）

松
根　

宏
次   （
御
蔵
戸
）

河
村
千
鶴
子   （
竹
尾
）

驛
重　

寛
和　
（
新
川
）

有
清　

宏
見　
（
奈
良
）

殿
明　

文
久　
（
上
組
）

濱
田　

秀
樹　
（
中
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ま

・町の広報も議会だよりも、
  表紙はカラーがいい。

・本会議と委員会レポートの
  ページで、内容が重複して
  いるものがあり分かりにくい。

主な意見

広
聴
モ
ニ
タ
ー
懇
話
会

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
着
し
た
重
要
な
問
題
が

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な

町
政
を
知
る
た
め
、
ま
た
、
議

員
の
活
動
や
町
議
会
の
様
子

を
知
る
た
め
に
も
、
議
会
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
先
】
議
会
事
務
局

　
　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

※
正
式
に
は
12
月
１
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

７日

経済厚生委員会

総務文教委員会

本会議（最終日）

本会議（初日）
（一般質問）

９日

13 日

15 日

12月定例会の日程（予定）

議員タブレット研修（8月18日）

広聴モニター懇話会（7月26日）



たぶせ議会だより 第 151 号（１９）読者の感想 令和３年 10 月 22 日
　

◆
お
礼
◆

　
議
会
広
報
広
聴
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
な
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毎
号
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り     

を
読
ん
で

◇
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

岡
田
　
澄
江

　
「
た
ぶ
せ
議
会
だ
よ
り
」
節
目

の
１
５
０
号
が
モ
ニ
タ
ー
の
出
発

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

複
数
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

今
日
皆
が
知
り
た
い
テ
ー
マ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
高
齢
者

接
種
率
の
推
移
の
グ
ラ
フ
や
、
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
表
で
、
わ
か

り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
町
内

の
ワ
ク
チ
ン
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
で
い
る
事
は
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
経
済
対
策
も
、
地
域
応

援
商
品
券
の
実
施
や
、
町
独
自
の

対
策
も
追
加
さ
れ
る
様
で
、
注
視

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
の
質
問
が
、
同
じ
主
旨
の

場
合
は
、
一
人
が
代
表
し
て
質
問

し
て
質
疑
し
、
沢
山
あ
る
課
題
を

そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
議
会
に
関
心
を

持
ち
、
是
非
傍
聴
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◇
吹
き
始
め
た
新
し
い
風

松
根
　
宏
次

　

議
会
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

も
変
わ
り
、
新
し
い
風
が
吹
き
始

め
た
よ
う
だ
。

　

ま
ず
気
が
付
い
た
の
は
、
表
紙

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
下
に
「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
『
議
会
だ
よ
り
』
は
、
表

紙
が
カ
ラ
ー
と
な
り
ま
す
。」
と
あ

っ
た
こ
と
だ
。
早
速
ス
マ
ホ
で
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
１
４
９
号
に
ア

ク
セ
ス
し
て
み
た
。
ハ
ッ
と
し
た
。

色
鮮
や
か
な
桜
が
青
空
を
バ
ッ
ク

に
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

小
さ
な
感
動
を
覚
え
た
。

　

次
に
、
表
紙
の
見
出
し
の
字
体

に
気
が
付
い
た
。
内
容
に
合
わ
せ

て
文
字
ス
タ
イ
ル
が
工
夫
さ
れ
、
画

一
的
で
な
い
の
が
目
を
惹
い
た
。
遊

び
心
を
感
じ
た
。

　

更
に
、一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

こ
れ
ま
で
６
～
７
人
だ
っ
た
が
、
今

回
は
10
人
の
議
員
が
町
政
を
問
い
、

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
議
会
の
様

子
を
伝
え
て
い
た
。

　

新
し
い
風
が
吹
き
始
め
た
こ
と

を
感
じ
る
記
念
す
べ
き
１
５
０
号
。

「
継
続
は
力
な
り
。」
風
が
吹
き
続

け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◇
ま
と
め
て
読
み
易
く

　
　
　
　
　
　   

殿
明
　
文
久

　

昨
年
か
ら
一
字
一
句
全
て
読
ん

で
い
ま
す
。
補
正
予
算
の
特
別
会

計
は
全
て
10
万
円
以
下
の
減
額
で

す
。
こ
ん
な
少
額
を
補
正
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
？
と
思
っ
て
い
た

ら
、
経
済
厚
生
委
員
会
で
同
じ
質

問
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
理
由
は

あ
る
よ
う
で
す
が
、
決
算
時
の
報

告
で
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
コ
ロ
ナ
感
染
が
長
引
い
て
い

る
為
、
一
般
質
問
で
は
、
10
人
中

６
人
の
議
員
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
捗
状
況
や
感
染
症
対
策
、
事
業

者
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
長
の
回
答
は
概

ね
同
じ
で
す
。議
会
だ
よ
り
に
は
、

６
人
の
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
す

る
町
長
の
回
答
と
し
て
ま
と
め
て

掲
載
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

各
議
員
に
対
す
る
回
答
は
必
要
で

す
が
、
議
会
だ
よ
り
を
読
む
読
者

と
し
て
は
、
町
の
方
針
や
考
え
方

が
ま
と
め
て
書
い
て
あ
る
方
が
分

か
り
易
く
て
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
同
じ

内
容
は
、
ま
と
め
て
読
み
易
い
議

会
だ
よ
り
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

◇
田
布
施
の
明
る
い
未
来

添
郷
　
明
子

　

田
布
施
は
、
山
と
川
、
海
の
あ

る
町
。
自
然
と
触
れ
合
っ
て
子
育

て
が
で
き
る
、
と
て
も
良
い
環
境

だ
と
思
い
ま
す
。
表
紙
の
魚
釣
り

を
す
る
子
供
た
ち
と
、
そ
れ
を
見

守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
に
、
田

布
施
の
明
る
い
未
来
を
思
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
夏
、
豪
雨
で
全
国
に
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
分
野
に
よ
っ
て
は
予
算
配
分

が
少
な
く
遅
れ
て
い
る
と
の
記
述

が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
刻
も
早
く

災
害
に
強
い
町
に
な
る
よ
う
事
業

を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大

し
て
い
る
さ
中
、
町
内
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

　

今
ま
で
議
会
だ
よ
り
は
、
じ
っ

く
り
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
も
っ
と

行
政
に
関
心
を
も
ち
勉
強
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

150
号



？？？

発
見
！
ク
イ　

た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ
た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ
た
ぶ
せ

　※前号の正解は『田布施町役場』でした。

こ
の
夏
公
開
の
映
画
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
大
戦
」。

三
田
紀
房
作
、
菅
田
将
暉
主
演
の
大
作
で
原
作
マ
ン
ガ
本
で
は
第
５
巻
に
登
場

す
る
こ
の
人
物
は
誰
で
し
ょ
う
か
？(

１
９
３
４
年
時
点
の
役
職
で
す
。)

こ
の
建
物
は
完
成
当
時
、

３
階
ま
で
吹
き
抜
け
で
し
た
。

応 募 方 法

ハガキに①答え②郵便番号・住所・氏名・性別・
年齢・電話番号をご記入のうえご応募ください。
●宛先　〒742-1592
　　　　山口県熊毛郡田布施町大字下田布施   
            3440-1
            田布施町議会事務局　宛
●応募締め切り　令和3年11月30日
●Eメールからもご応募できます
gikaijimukyoku@town.tabuse.yamaguchi.jp
正解の中から抽選で３名様に千円分の図書カー
ドをお送りします。
なお、正解者の発表は発送をもってかえさせて
いただきます。ご了承ください。

Q

田
布
施
町
章
の
色
は

　
　
　
　

何
色
で
し
ょ
う
か
？

（著作物使用の許可は受けています。）

ヒ
ン
ト

ヒ
ン
ト

最
近
の
大
規
模
改
修
工
事

中
、当
時
の
補
助
照
明
が
一
時

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。　

ヒ
ン
ト
②

ヒント

？
※

前
号
の
正
解
は
電
報
電
話
局

（
電
電
公
社
・
電
報
等
で
も
可
）
で
し
た
。

【ヒント】　○踊りがあります。
　　　　 ○２０１９年レコード大賞を受賞しました。

答
え
は
、議
会
だ
よ
り
の

文
章
の
中
に
書
か
れ
て
い

ま
す
よ
。探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
！

地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　

昭
和
42
年
生
ま
れ
の
わ
た
し

は
今
年
で
54
歳
に
な
る
。
田
布

施
町
役
場
に
は
６
人
の
同
級
生

が
在
職
し
て
お
り
、
田
布
施
中

学
校
で
共
に
学
び
共
に
遊
ん
だ

友
達
で
あ
る
。

　

現
在
、
そ
の
連
中
は
課
長
ク

ラ
ス
と
な
り
、
町
政
執
行
の
中

心
を
担
っ
て
い
る
。
議
場
で
は

町
執
行
部
側
と
議
会
側
に
座

り
、
あ
い
ま
み
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
町
の
こ
と
を
想
い
町
の

未
来
の
た
め
、
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
と
議

論
を
し
、
互
い
が
切
磋
琢
磨
し

職
務
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

そ
の
様
子
の
一
端
で
も
「
議

会
だ
よ
り
」
で
お
伝
え
で
き
れ

ば
幸こ

う
じ
ん甚
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
内
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）
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國
本
　
悦
郎

公園づくり 白い服

河
内
　
賀
寿
　

議員リレー随筆

　

夏
の
白
い
服
を
見
て
い
る

と
、
母
の
戦
争
末
期
の
体
験

話
を
思
い
出
す
。
当
時
国
か

ら
の
指
示
と
信
じ
、
白
い
服

を
泥
水
で
染
め
カ
ー
キ
色
に

し
、
上
空
の
敵
機
に
発
見
さ

れ
に
く
く
し
た
と
の
こ
と
。

　

私
の
住
む
里
の
近
く
に
１

反
余
り
あ
る
麻
里
府
公
園
が

あ
る
。
そ
こ
の
管
理
を
引
き

受
け
た
の
が
７
年
前
。
以
来
、

雑
草
だ
ら
け
だ
っ
た
公
園
を

四
季
折
々
に
咲
く
花
の
あ
る

公
園
に
し
よ
う
と
、
種
か
ら

母
は
日
本
全
国
そ
う
な
っ
て

い
た
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
朝
ド
ラ
で
は
そ
う

で
も
な
く
、
母
は
私
に
大
阪

の
親
戚
に
確
認
の
電
話
を
さ

せ
ま
し
た
。
す
る
と
な
ん
と

大
阪
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
せ

ず
、
大
阪
大
空
襲
の
日
に
白

い
服
は
目
標
に
さ
れ
、
機
銃

装
射
で
多
数
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
母
の
不
思
議
な

顔
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

国
の
指
示
に
は
絶
対
と
、
そ

う
で
も
な
い
も
の
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
疑
問
で
す
。

育
て
た
苗
や
挿
し
木
、
そ
れ

に
休
眠
枝
挿
し
を
駆
使
し
な

が
ら
公
園
づ
く
り
に
励
ん
で

い
る
。

　

今
で
は
、
公
園
の
周
り
に

は
キ
ン
シ
バ
イ
と
レ
ン
ギ
ョ

ウ
、
紫
陽
花
、
そ
れ
に
ハ
ギ

を
配
置
し
て
い
る
。
花
木
も

年
々
増
え
、
い
つ
公
園
に
来

て
も
何
某
か
の
花
が
咲
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
更
に
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
呼
ぼ
う
と
フ

ジ
バ
カ
マ
も
植
え
て
い
る
。

　

こ
ん
な
公
園
づ
く
り
を
一

緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


